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一般質問項目　①災害対策について　②肝炎ウイルス検査について　③居
住支援について

大沢　純一（公明党）

Ｂ型肝炎感染
若い世代への啓発をすべき

　　Ｂ型肝炎の感染が若い世代に広
がっています。国が作成した資料で
は、平成28年から令和２年におけ
る感染者のうち、男性が25歳から
29歳、女性が20歳から24歳が最も
多いことや、感染経路の最多が性行
為で７割である一方で、2.8％でタ
トゥーなどを入れる際に感染してい
ることが報告されています。この状
況をどう受け止めていますか。国が
全国の中学校に配布している啓発用
の冊子を活用するなど、若い世代へ
の啓発を求めます。

問 　　市では、健康増進法に基づく保
健事業として40歳以上の方を対象に
検査を行っていますが、最近の若者
の動向は非常にショッキングな状況
と受け止めています。市は、40歳以
上の方には引き続き健康増進法に基
づき検査を呼びかけるとともに、若
者についても常に状況を確認してい
きたいと考えています。まだ周知啓
発は十分ではないと認識しています
ので、国や都が公開している啓発の
ホームページを、本市ホームページ
でも紹介したいと考えています。

答答答

一般質問項目　①補聴器購入への補助制度の実現について　②有機フッ素
化合物PFAS汚染対策について　③市民に喜ばれる公園の整備について

上條　彰一（日本共産党）

補聴器購入者への補助制度
早期の実現を求める

　　補聴器購入への補助制度を実施
することは、健康で文化的な生活を
送る上での人権を保障することであ
ると考えます。補聴器を使用するこ
との必要性や有効性について、市は
どのように考えていますか。また、
３月議会以降に情報収集を行ってき
た中で、補聴器相談医とはどのよう
な相談や意見交換ができたのでしょ
うか。補助制度を実施する自治体も
増えている中、本市でも早期に実現
することが必要だと考えますが、市
の見解を伺います。

問 　　補助制度を導入する自治体の動
向や助成を求める署名が寄せられて
いることは把握しており、これまで
の情報収集も踏まえて、補聴器は難
聴の高齢者にとって必要性が高いも
のと認識しています。補聴器相談医
からは、制度導入について、「高額
な補聴器購入費の一部を補助するも
のであるけれども、利用者にとって
は大変意義がある制度である」との
見解が示されました。引き続き関係
者等との協議も進めながら、早期に
実現できるよう進めていきます。

答答答

一般質問項目　①包括連携協定について　②「65歳の壁」65歳到達時の
介護保険制度への移行時の課題について　③JＲ中央線ホームへのホーム
ドア設置について

大石　ふみお（国民民主党）

民間との包括連携協定
拡充に向けた取り組みは

　　包括連携協定は、民間活力を最
大限に利用できる事業方式と考えて
います。これまで包括連携協定を締
結した団体数と、その団体の業種や
業態は。また、これまで実施してき
た事業内容とその成果、評価につい
ても伺います。協定締結団体からも
多くの提案がされていると聞いてい
ますが、今後も行政事業をよりレベ
ルアップするためにも、民間の力は
欠かすことができません。協定締結
団体を増やすべきと考えますが、今
後どのように取り組みますか。

問 　　現在、包括連携協定は保険業４
団体、サービス業１団体、小売業１
団体、郵便業１団体、大学３団体、学
術研究等その他２団体と締結してい
ます。令和３年度連携事業は47件で
あり、健康、福祉、生活安全、教育
等多岐に渡る分野で事業者の専門性
を生かし魅力的な事業を展開できた
ものと考えています。また、事業提
案制度に基づく連携事業も展開して
おり、互いの強みを生かし持続可能
なまちづくりを進めていくパートナー
としてさらに連携を進めていきます。

答答答

一般質問項目　①立川市民科の活動の内容の今後の方針について　②小中
学校の建て替え、改修工事について

粂川　敏男（たちかわ自民党・安進会）

立川市民科の取り組み
負担を軽減する仕組みづくりを

　　立川市民科は、この活動を通じ
て地域の郷土愛を深め、継承してい
くという良い面がある一方で、地域
の方々や教職員が取り組みに負担感
を感じているという声も聞いていま
す。毎年、全く新しいカリキュラム
を組むことは非常に大変と考えま
す。今後も取り組みを進めるにあた
り、課題についてお示しください。
また、教職員がカリキュラムを組み
やすいようにパターン化するなど負
担を軽減する仕組みを作ることがで
きないか市の見解を伺います。

問 　　市としては、立川市民科の取り
組みが充実してきている一方、地域
人材の活用や地域を生かした教材開
発は課題の一つであると認識してい
ます。負担を軽減する仕組みについ
ては、各校の取り組みをまとめた実
践事例集を教職員が共有し、指導の
参考にできるよう工夫しています。
今後は講師や地域人材等の情報を取
りまとめた一覧を作成するなど、教
職員がカリキュラムの作成をする際
に活用しやすい仕組みについて検討
していきたいと思います。

答答答

一般質問項目　①香害・化学物質対策について　環境保全と健康のために
石けん利用を！　②防災を通し市民との協働、市民参加のまちづくりをす
すめよう！（かまどベンチ体験）

あべ　みさ（立憲ネット緑たちかわ）

香害やマイクロプラスチック
市が率先して対策を

　　近年、香害やマイクロプラス
チック、PFAS等、新たな化学物質
による健康被害や環境汚染が明らか
になってきました。市としてできる
こと、するべきことを率先して検討
し対策を取るべきと考えます。強い
香りの柔軟剤に使用されるマイクロ
プラスチックは呼吸器疾患を引き起
こす等の危険性が指摘されています
が、市で実施する水質調査ではマイ
クロプラスチックの検査をしていま
すか。また、マイクロプラスチック
についての見解をお示しください。

問 　　市で実施している河川等の水質
調査における調査項目には、マイク
ロプラスチックは入っていません。
先日、河川に関するマイクロプラス
チックの講演会を聞く機会がありま
したが、河川の水源である源流域に
までそのような汚染が広がっている
というレポートを聞き衝撃を受けま
した。マイクロプラスチックによる
水質汚染は非常に大きな課題である
と認識しています。今後も機会を捉
えて講演や学習会を実施していきた
いと考えています。

答答答

一般質問項目　①富士見町周辺地域の事柄について ②今後の立川の進展
大事な事柄等について ③緑の保全の推進等について

松本　あきひろ（たちかわ自民党・安進会）

今後の立川の進展
総合的に大事な事柄の前進を

　　これまで清水市長が行ってきた
市政運営を高く評価しています。市
民の期待に応えるようにこれを継承
していくことが重要と考えます。今
後、少子高齢化社会問題を見据えて
これまで以上に関係団体とのコミュ
ニケーションを強化していくこと、
子育てにかかる負担を半減していく
ことが必須と考えます。未来ある子
どもたちの足元を明るく照らすこと
でその明るさが高齢者の希望にもつ
ながり、暮らしが充実していくと考
えますが市の見解を伺います。

問問 　　市民の生命・財産をはじめ、平
穏で安全・安心な生活を守っていく
ことは、市民生活に一番身近な自治
体の役割であると考えています。第
４次長期総合計画においてはまちづ
くりの基本理念として、「多様な主
体による協働の推進」「積極的なシ
ティプロモーションの展開」「シニ
ア世代や女性をはじめとした多様な
人材の活躍」「不断の行財政改革の
推進」を掲げており、引き続き、こ
れらの考えをもとに持続可能な行政
運営に努めてまいります。

答答答

包括連携協定　事業者が
持つノウハウやネットワー	
クを活用した支援を受け
ることで、多岐にわたる
分野で市民サービスの向
上や地域の活性化を図る
ために締結する協定。令
和5年4月1日時点で、立
川市は12事業者と協定
を締結済み。


